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空港線と�
京急蒲田駅付近�
高架化�

　平成10年11月に開業した羽田空港駅は、平成13年3
月末日までに計3,700万人のお客さまにご利用いただ
きました。全国の鉄道が輸送人員の減少に苦しんでい
る中、当社の輸送人員は羽田空港駅のご利用者数の増
加もあり、順調に推移しております。�
　このたび、東京都の都市計画事業として実施される
京急蒲田駅付近連続立体交差事業にあわせて、本線と
空港線の接続駅である京急蒲田駅を改良し、航空旅客
需要の高まる羽田空港へのアクセスを強化します。�

羽田空港駅�

●輸送人員の推移（全線） ［平成9年度を100とする。］�

特 集�

●特集／空港線と京急蒲田駅付近高架化�

●羽田空港駅の利用者数�

高架化後の京急蒲田駅イメージ�
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　現在、羽田空港への列車は、都心（品川）方面
からは終日ほぼ10分間隔で運転しておりますが、
京急蒲田駅の構造上、横浜方面からの直通運転
は列車本数の少ない早朝等に限られております。�
　この改良工事により京急蒲田駅が生まれ変わ
ると、都心（品川）方面からの直通列車をより充
実できるほか、横浜方面からの直通運転も終日
可能となり、羽田空港アクセスが格段に向上します。�

●羽田空港アクセスの強化�

　京急蒲田駅付近では、
国道15号線（第1京浜）や
環状8号線など主要幹線
道路のほか、生活道路
と交差する踏切が28か
所あります。連続立体
交差事業により踏切が
廃止されると、安全性
が向上するばかりでな
く、道路渋滞が解消さ
れ、大きな経済利益を
生み出すことにつなが
ります。また、CO2の削
減など環境問題の改善
に大きく寄与します。�
　また、この事業にあ
わせ、大田区による駅
前地区の整備事業が行
われ、地域の発展が期
待されます。�

交通の円滑化と�
地域の発展�

 京急蒲田駅［改良後］�
（イメージ）�

下りホーム�

上りホーム�

 京急蒲田駅［改良前］�
（イメージ）�

●特集／空港線と京急蒲田駅付近高架化�

　現在、国などで新滑走路を増設する羽田空港の再拡
張と再国際化の検討がすすめられています。これが実
現すると航空機の発着回数が増加し、さらなる航空旅客
の増加が見込まれます。
　特に再国際化については、平成13年2月16日から国
際チャーター便の運行が始まりました。今回のチャーター
便は、24時間離発着可能な羽田空港の利点を生かし、
夜11時から朝6時までの時間帯を有効利用したものです。
将来期待される羽田空港の再国際化への第一歩として、
各方面から注目を集めています。

◆新滑走路の増設と再国際化の計画�

品川方面�

品川方面�

横浜方面�

羽田空港方面�

横浜方面�

羽田空港方面�

　京急蒲田駅を改良し、待避ホームを設けます。
これにより、快特・特急列車が普通列車を追い
抜くことが可能となり、特にラッシュ時の品川
～横浜間の所要時間が短縮されます。�

●品川～横浜間の所要時間短縮�

空港線 第1踏切道（国道15号線）�


